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自らの生き方とつながる異文化理解教育の創造－アイデンティティ形成方略という視点から－









































































































































































































































































































































































































































































































































































































なぜ，文化 の多 様性を説明 する際に， 地域単位で説明 するのか。



















































































































































民族 の文化（エスニシティ） にプ ライドをもち， 自信をつけた生き
方が知 られるようになった。
































【問いＥ】民族 らしさ とは， どのよ うなものか。









































































資本主義・ 市場 経済に適応しない文化 は，不利で あってかまわないか。
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